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 危険 
これらのアイコンは人身の傷害の潜在的な危険を警告しています。 
 

 機器の警告 
このアイコンを探して手順を実行中にどのように機器の損傷を防止するためについ
ての情報を確認してください。 
 

 秘訣 
このアイコンを探して手順を実行するために役に立つ秘訣を確認してください。 

機器の準備 PR 50 
フライマスター 
ユニバーサル ホールディング キャビネット-高密度 
モデル UHC-HD 

 

 

日課の保守作業 
PR 50 UHC の清掃 

毎年の保守作業 
PR 50 エア排気ファンおよ

びドライバー基盤を

清掃 

モデル UHC-HD、6-列 

A. 電源スイッチ。  B. 列。C. USB ポート.。D. マスターコントローラー。E. アイテム タ

イマー ボタン。 F. 時間/温度ボタン。G. 列モード ボタン。     
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UHC の清掃 日課 PR 50  
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PR 50  

目的 ヒーター プレートの有効性を維持するため、および相互汚染の危険を低下させるため 

必要な時間 準備に 30 分間 完了に 15 分間 

実施時刻 閉店後 24 時間レストランの場合: 低来客数の時間帯 

危険アイコン 
    

ツールおよび供給品 

 

 

 

 

        

 ブラシ、UHC  McD 全用途超濃

縮（APSC） 溶液 
 清潔なバケツ、

清潔で消毒済み

のタオル必要数

準備 

 バケツ、汚れた

タオル用 
      

手順

1 UHC を清掃のために準備し、

冷却させます。 
UHC を CLEAN MODE (清掃

モード) に設定し、すべての 
UHC トレー類およびワイヤー 
トレーを取り外します。表示

が CLEAN (清掃) と Not Safe 
Yet (まだ安全ではありません) 
を交互に表示します。 
UHC を冷却させます。 

 
絶対に高温の UHC を清掃し

ようとしないこと。 

 
UHC のトレイ類とラック類を

洗浄するために後部シンクに

運びます。 

. 

2 散らばっているくずなどを取

り除きます。 
UHC ブラシを使用してこぼれ

ている小片とくずを UHC の
反対側から押し出します。 

 
研磨粒子入り不織布 (スコッ

チ・ブライト等)、ヘラ等、ま

たはその他のブラシ類を絶対

に使用しないこと。これらは

表面に損傷を与えます。 

3 UHC の各スロットを清掃しま

す。 
McD ASPC に浸した清潔な消

毒済みのタオルにて UHC ブ
ラシをくるみます。くるんだ

ブラシを使用して各スロット

の上部および下部を清掃しま

す。 

 
消毒溶液、 
McD APSC 

 
絶対にその他の洗浄用製品を

使用しないこと。これらは衛

生管理に損害を与えます。 

4 各スロットを清潔な消毒済み

のタオルで拭き取ります。 
清潔な消毒済みのタオルでく

るんだ UHC ブラシで各スロ

ットを拭き取ります。 
 

5 UHC の外部を清掃します。 
McD APSC が滴るくらい含ま

せた清潔な消毒済みのタオル

で UHC 全体の外側を上から

下へ拭き取ります。 

 



排気ファンおよびドライバー基盤を

清掃 毎年 PR50 
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PR 50  

目的 電子部品の適切な冷却を維持するため 

必要な時間 準備に 2 分間 完了に 30 分間 

実施時刻 閉店後 24 時間レストランの場合:  低来客数の時間帯 

危険アイコン 
        

ツールおよび供給品 

 

 

            

 ツールは専門家

が供給する  
            

手順

資格のある専門家のみを対象 

1 すべての UHC の日課の保守要求項目を実行します。 
UHC を CLEAN MODE (清掃モード) に設定し、すべて

の UHC トレー類およびワイヤートレーを取り外しま

す。 対象の UHC が CLEAN (清掃) を表示するまで冷却

させます。 すべての日課の保守手順を実行します。 
 

 
絶対に高温の UHC を清掃しようとしないこと。 

2 UHC 電源コードを切り離します。 
対象の UHC 電源コードを壁のコンセントから取り外し

ます。 
 

 
コンセントから電源を切り離さないと深刻な傷害ある

いは死亡事故を招く恐れがあります。 対象の UHC 上
の電源スイッチはキャビネットへ供給されるすべての

電源を切り離しません。 

3 サイド パネルを取り外します。 
プラスのドライバーで、各サイド パネルにある 2 個の

ねじを緩めるます。 ねじを保管しておくこと。 UHC 
からサイド パネルを取り外します。 

4 回路基板からブラシでほこりをぬぐい取ります。 
ほこりの付いていない非帯電ブラシを使用して UHC の
左側上の回路基板からすべてのほこりをブラシでやさ

しく取り払います。 
 

5 排気ファンへのアクセス。 
上部パネルの 8 個のねじを緩めます。 5/16-インチ ソケ

ット レンチまたはナット ドライバーを使用します。 取
り外したねじは、見つけるのに手間取ったり、紛失を

防止するために小さな容器などに保管してください。 
上部パネルを取り外します。 
 
 
 

 
対象のキャビネットを取り外して清掃するために固定

された位置から移動する場合には、本 UHC は少なくと

も 2 名の人員が必要です。 

6 エア排気ファンの羽根を清掃します。 
清潔な McD APSC 溶液をスプレーして消毒済みのタオ

ルで各エア排気ファンの羽根からぬぐい落します。 湿
ったタオルがいかなる電気接続部へも触れないように

します。 

 
消毒溶液、McD APSC 

7 上部パネルおよびサイド パネルを取りつけます。 
上部パネルを取りつけます。 8 個のねじを差し込んで

締め上げます。 サイド パネルを取りつけます。 各サイ

ドにそれぞれ 2 個のねじを差し込んで締め上げます。 
 
 

 


